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　 ジャ イロ トロンを用 いた協 同 トムソン散乱計測(CTS)において、精度 よく散乱スペ ク トルを観測
するために、アノー ド電圧Vaの 変調 によるジャ イロ トロンの出力の電力変調が必要である。 しか
し、過渡的なVaにおいて不要モー ドが発振 し、これがCTSの 解析 に支障を来す。この不要モー ド
発振 の機構 を明らかに し、不要モー ド発振の一般 的抑制手法 を開発 するのが本研究の 目的である。
昨年度、Va過渡期 の不要モー ドの同定 を行う とともに、この不要モー ド発振 を抑制できる共振器磁
場領域が ある ことをモー ド競合計算[1]および実 際のジャ イロ トロンの運転から 明ら かに した[2]。
しか し、不要モー ドを完全に抑制できる領域では、主モー ドの出力電力が1/3程度 になるため、不
要モー ドを抑制 しつつ、より高い主モー ド出力が得られる運転 シナ リオを探索する必要がある。
2.概要と結果
モー ド競合計算コー ドでは、Vaの過渡期に起 こるモー ドの競合 を計算するために、熱雑音程度 の
弱い共振器内電場を初期条件 とし、定常状態 に達する150nsの時間発展 をVa一定 として追 い、そ
の定常値をVaの 変化 に応 じた出力 として扱っ てきた。 しか し、実際には、共振器内の電場はそれ
までの発振の状態を維持 したまま順次Vaが 変化 している。また、ジャ イロ トロンの発振実験 にお
いても、Vaの 立 ち上が り時に見え た不要モー ド発振が立 ち下が り時には見えなくなる共振器磁場
領域 の存在が確認された。 このようなV。の過渡期 の状況をより正確 に把握 し、CTSに適 した運転
領域 を探るため、モー ド競合計算 にお いてVaの 変化 を各ステ ップで準静的に扱い、初期共振器電
場 を前 ステッ プの定常状 態 に
達 した共振器電場 と して引き
継 いで行う ように した[3]。図
1.がその結果の一例で、出力が
最 大となる磁場設定で、Vaの
変 化 に対 応する ピ ッチ ファ ク
ターα を準 静的 に変化 させ た
時の各 モー ド出力 の履歴 を 示
したものである。このように、
よ り現実 に則 したモー ド競合
計算 を行 い、ジャ イロ トロン運
転 条件 を用 いた不要モ ー ドを
抑制 しつつ 、主モー ドの電力 を
最 大化 するシナ リオを探索 し、
実 際 のジャ イロ トロン運 転 に
おいてCTSに 最適な運転領域
を探る ことが 可能 となっ た。
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